東京都図画工作研究会新人研修公開授業　
研修テーマ「図工で培う力を考える」－新指導要領を踏まえた授業改善－
図画工作科学習指導案　　　　　　　　　　　　　　　日　時：平成２１年６月１９日（金）５校時
学　年：４年２組　  中神　学級    ２３名
指導者：八王子市立川口小学校　村井　純平
１．題材名『ブラックライト・タイム』Ａ表現（１）
２．題材の目標
　ブラックライトに反応する材料や場の美しさや面白さから発想し、自分や友達の活動の軌跡を感じながら、つくり、つくりかえていく造形活動の楽しさを味わう。
３．題材について
　４年生の子供たちは、手などの動きも巧みさを増し、扱える材料や用具の範囲も広がり、その子らしい特性が目立つようになってくる。また、友だちと活動しながらその面白さなどを共有したり、これまでの経験を生かして次々と形を生み出していったりする姿がある。自分の活動に夢中になり、没頭している子。ふと顔を上げ、友達の活動の様子をみて、集まって、一緒に混ざり、一緒につくって、その中で自分のお気に入りを見つけ、感じ、自分の活動に取り入れていく子。自分のやり方と友達のやり方を横断し、かかわり合いながらつくり出す喜びを感じ、味わっていけるのが４年生の特徴といえるだろう。
　五本木小学校の図工室フロアを歩いてみた時に、気になる教室があった。他の教室に比べて窓が少し小さく、蛍光灯の付き方が特徴的で、何か謎めいた教室であった。この教室の雰囲気を活かし、場に働きかけ、つくり、つくりかえていけたら楽しいだろうと考え、本題材を設定した。
本題材は、ブラックライトに反応する材料や場をもとに発想を広げていく造形あそびである。ブラックライトを点灯させると、その空間は日常の世界から非日常の世界へと変化する。発光したように見える形と色を感じながら、子供たちは興奮を覚え、反応した材料をきっかけに発想が広がっていくだろう。始めは蛍光タックシールを好きな場所に貼ってみる。そしてブラックライトを点灯する。自分や友達が貼ったシールの色や場所を基に発想が広がっていく。蛍光チョークで思い思いに描いていく。光るチョークをグイッと引いてみる。描いた線も光る。チョークを持った手のストローク、つまり活動の軌跡は光となって自分の心とシンクロし、活動は床や壁にどんどん広がっていくだろう。友達ともつなげてみる。そこから一緒に描き始めてみる。夢中になって描いた後、後ろを振り返ってみたら、みんなの活動の軌跡が光の道のようになっていた。すごいなと思って、さらに描き加える。その子が「いいな」と思う感じを試し、感じて、また試し、そして自分や友達の活動の軌跡（プロセス）を感じることができる材料と場を設定した。
　また、今日は子供たちとは一期一会の授業になる。授業者の心の中の「子供性」と、子供達の表したい思いを重ねながら、共に寄り添い、楽しんでいきたい。形としては残らない造形活動ではあるが、４年２組の子供たちの心の中の片隅に、今日、感じたことが、時間が経った後もそっと息づいてくれれば、この時間が子供たちにとって豊かな時間であったといえるだろう。
＜子供が感性を働かせ、自らのプロセスをつくりだすために本題材で配慮したこと＞
暗・ブラックライト・光・・・教室が暗転すると、それだけで子供たちは興奮する。ブラックライトの効果によって活動の軌跡が暗い空間の中、光となって現れる。自分や友達の活動の軌跡（プロセス）を感じながら活動できる材料と場を設定した。
子供への委ね・・・ブラックライトに反応する材料をきっかけとして、活動を子供へ委ねていく。一人一人が自分のやり方を試み、気に入った感じを見つけていける時間を大切にしたい。また、授業者自身の心の中の「子供性」と、活動する子供たちの思いを重ねながら共感し、委ね、認めていく姿勢を心掛ける。
材料・用具の絞り込み・・・蛍光タックシール、蛍光チョーク、この２種類と、状況によってぼかし網を用意する。ブラックライトに対して効果的な材料を絞り込むことで、暗い中でも子供たちが「これを使う」と意志決定することができると考えた。また、床と壁にはクラフト紙を貼り、子供たちが思い付いたことを試し、広げられる場を設定した。
かかわり・・・材料とかかわる中から生まれた一人一人の気付きやイメージなどを基に、子供が自然に発想を交換したり、話し合ったりするようなかかわりの中から自分の思いやつくりかたを広げていくことを大切にする。
４．準備
環　　境　：暗幕、段ボール（目張りし、教室を暗室にする）、ブラックライト、蛍光灯器具、
電源延長コード、クラフト紙（床に敷き詰める、壁は子供の手が届く高さまで貼る）
児童の準備：白以外、できれば黒色系の服、名札
材料、用具：蛍光タックシール、蛍光チョーク、ぼかし網（状況に応じて）
５．評価規準
	造形への関心・意欲・態度☆
	発想や構想の能力★
	創造的な技能□
	鑑賞の能力■

	活動場所や材料に関心を持ち、進んで造形活動を楽しむ。
	ブラックライトに反応した材料から、自分なりの造形活動を思い付く。
	ブラックライトで反応した材料をもとに、思い付いたことを試しながら活動する。
	ブラックライトで反応した材料や場の特徴を感じ取る。


６．共通事項
ブラックライトに反応する材料や場に働きかける活動を通して、形や色、組み合わせの感じをとらえ、自分のイメージを持つ。
７．本時の活動
	
	子供：活動内容とつぶやき　　　
	・指導上の留意点　☆★□■へつながる子供の姿

	き
っ
か
け
１０
分

	＜出会い・出会う＞
①ブラックライト（ハンディタイプ）に反応したタックシール見て、これを切って教室に貼っていくと、どうなるかイメージする。
②タックシールを貼る。
  「あそこに貼ってみよう」
　「一緒に貼ろうよ、つなげてみようよ」

	・ブラックライト（蛍光灯）の効果はお楽しみにし、点灯するとどうなっていくのか期待を持たせ、イメージを膨らましながらシールを貼っていくことを提案する。
☆場の変化を想像し、楽しみながら活動している。

	感
じ
る
５
分
委
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る
２
５
分
	＜場の変化＞
③教室の暗幕を閉め、みんなの掛け声で暗転、ブラックライトを点灯する。
　「すごい、光っている」
　「星みたいだ」
　
＜光を試し、感じて、つくり、つくりかえる＞
④蛍光チョークの効果を知る。
⑤チョークやシールを使って思い思いに活動する。
　「向こうとつなげてみよう」
　「シールのまわりをパワーアップさせよう」
　「宇宙みたいになってきた」
	・暗転と点灯のタイミングで、子供と共に場を変化させることを楽しむ。
☆■ブラックライトに反応した材料や場の様子を見て楽しんでいる。
・蛍光チョークを提示する。「きれいだな、面白いな、と思うことをやってみよう、ここからは、先生が教えられない図工だよ」と提案し、子供に活動を委ねる。
★□思い付いたことを試したり、今までの活動をさらに深めたりしながら場をつくり、つくりかえ、自分なりの活動を楽しんでいる。


	振り
返る
５分

	＜感じたことを振り返る＞
⑥自分たちの活動を見て、振り返る。
「私の描いた光はこんなになった」　
「向こうの光もすごいね、見てみよう」
「この道をたどると、○○さんの描いた所に行けた」
　「教室が、光でいっぱいになったね」

	・立ち上がって、教室の真ん中や隅の方で見てみることを提案する。
■場の美しさ、面白さを感じ、自分たちの活動に満足している。



